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[1] 参加した語学コースの時間数／科目名（受講科目・複数可） 

・授業時間数： 

週 17 時間 

・科 目 名： 

フランス語基礎 

        

[2] 授業内容について教えてください。 

（クラス人数、国籍割合、担当の先生、授業方法、使用教材等） 

人数：  15 人 

国籍割合： 日本 4 割、その他アジア系 2 割、アメリカ 2 割、中東 2 割 

担当の先生: イリーナ先生（フランス人） 

授業方法： プリントを使用し問題を解く、ペアワークをするなど 

使用教材： 先生が配布したプリントのみ 

 

 

[3] 課外活動・研修旅行・余暇の過ごし方について教えてください。 

 

平日はディジョンの広場に行き美術館やレストラン、ショッピングなどを行った。また、寮から

少し遠い場所にあるショッピングセンターに行ったりスーパーに行ったりし、食材を買ってい

た。 

最初の週の休日はディジョンのマルシェに行き、2 週目はパリに 1 泊 2 日で旅行に行った。 

 

 

[4] 派遣先でよく使った施設について教えてください。（図書館、学生会館、スポーツ施設等） 

学部学科：  情報理工学部情報

メディア学科 

学年： 2 年 

留 学 先：  国： フランス 大学/機関： ブルゴーニュ大学 

期   間： 

２０２４年 ２ 月 ３ 日 ～ ２０２４年 ２ 月 ２８ 日 

短期 ・ 中期 ・ 長期 

※○で囲んでください。 
計     １ ヶ月 

時 間 月 火 水 木 金 土 日 

9,11時～15時 30

分,16 時 
free 〇 〇 〇  free free 

9時～12時 30分     〇   
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学校のスポーツジム、学食などは（おそらく今年から）短期留学の生徒は利用できなくなって

いた。学食では食事こそ可能だが、値段が学生料金の 3 ユーロではなく一般料金の 10 ユー

ロとなっていた。 

寮の最寄りのトラムの駅の隣駅にあるスーパー「ALDI」、ディジョンの通りにあるスーパー

「Monoprix」をよく利用した。また、寮のすぐ近くにある「Elmas kebab」というケバブ屋さんは日

曜日でも空いており安価で、私はよく食べていた。 

 

 

[5] 宿舎（寮やホームステイ）での生活について教えてください。 

部屋：１部屋 １ 人で使用 

  様子：ロビーや共同のキッチンに行くと様々な国の寮生とすれ違う。キッチンはあまり綺麗

ではないが、オーブン、電子レンジやコンロといった設備は用意されている。壁が薄く、廊下を

歩いていると部屋内の生活音がよく聞こえる。 

地下にランドリールームがあるが、夕方から夜にかけてはとても混むため私は朝に利用して

いた。タッチできるクレジットカードがないと利用できない。 

週に一度くらいのペースで火災報知機が鳴るのでぜひこれから行く人には覚えておいてほし

い。大体は誤報だが、2 回目に鳴った際は実際に火災があり一部屋焼けていた。 

 

[6] 留学中に楽しかったこと、苦労したことを教えてください。 

 楽しかったこと： 

 

現地の人と会話することが一番楽しかった。フランスには様々な人種の人がいたが、ほと

んどの人が英語を使うことができ、どうしてもフランス語で会話できないときは英語を用い

て意思疎通を図っていた。留学してすぐのころは全く会話できなかったが、日数が経つに

つれ店員さんや町にいる人と会話ができるようになってきて、自身の成長を実感し楽しい

と感じた。また、美術館は勿論街並みや様々な人との会話などからフランスの歴史的背景、

日本との文化の差を感じ、大変充足感を得た。 

 

 苦労したこと： 

 

基本的にはなかったが、現地に同じようなプログラムで留学に来た別の大学の日本人とのコ

ミュニケーションをとることが私は一番大変だったと感じた。また、日曜日はどこのスーパーも

全く開いていないため食料は土曜日までに絶対に買っておかなければならない。 

 

 

[7] 留学の成果について教えてください 

1) 語学力の向上： 

 

単語力、聞き取る力が格段に向上したと感じた。また、自分で単語を組み立てて文章を

作る能力も上がった。 
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2) 専門知識の向上： 

 

そのような授業は特に受講していないため、特になし 

 

3) 自己成長など 

 

誰かに頼ることなく自分一人で問題解決を行う能力が身についたと感じた。また、自分か

ら積極的にコミュニケーションをとろうという姿勢、学習意欲もさらについたと思う。言語が

通じなくともとにかく話しかけることが大切だと実感した。また、日常のなにげない事象一

つ一つに目を向け、そこで得られる小さな気づきを大切にしていこうと思えた。 

 

 

[8] 来年度に留学を希望する学生へのアドバイスをお願いします！ 

 

フランス語がわからない、現地の人と会話できなかったらどうしよう…と最初は悩むかもしれ

ませんが、あまり深く考えずに一度行ってみてください。意外とどうにかなりますし、皆とても

優しいです。留学に行く前に「自分がここで何を学んで帰りたいか」「留学を通して自分はどん

な人間になりたいか」をある程度考えておくとより多くの学びが得られると思います。 

また、私は個人的な買い物や食費にかなりお金を費やした方ですので、実際はここまでかか

らないはずです。 

 

 

[9] 留学に関する費用の総額について内訳を教えてください。 

項目※詳しく記入して下さい 金額（当時の日本円） 

渡航費（旅行会社に支払った経費） 620000 

授業料以外の諸経費（教材費・課外活動・保険料等） 12000 

私生活における諸経費（食費・交通費・洗濯費等） 112000 

現地からの奨学金がある場合 0 

お土産代や個人的な買い物 100000 

その他（   ） 0 

留学に関する費用の総額 844000 
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